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《多読の読み方》

多読とは、とてもやさしい本から楽しくたくさん読んで日本

語を身につけていく方法です。

次の4つのルールを守って楽しく読みましょう。

1. やさしいレベルから読む

2. 辞書を引かないで読む

3. わからないところは、とばして読む

4. 進まなくなったら、他の本を読む

《How to do Tadoku》
Tadoku recommends that everyone should start with very 

easy books and enjoy a lot of them following the 'Four Golden 
Rules' below. 

1. Start from scratch.
2. Don’t use a dictionary.
3. Skip over difficult words, phrases and passages.
4. When the going gets tough, quit the book and

pick up another.
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ある日、キツネがツルに言いました。

「今日、ぼくの家で、いっしょに

ご飯を食べませんか？」

1

ひ き つ ね つ る い

きょう いえ

はん た

ツルが、キツネの家に来ました。

テーブルの上にお皿があります。

キツネが言いました。

「さあ、食べましょう」

2

つる き つ ね いえ き

てー ぶ る うえ さら
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キツネは、お皿のスープを飲みました。

「おいしい！」

3

き つ ね さら す ー ぷ の

つ る こま
ツルは、困りました。

キツネは笑いました。

4

き つ ね わら



次の日、ツルがキツネに言いました。

「昨日はありがとう。今日は私の家で、

いっしょにご飯を食べませんか？」
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つぎ ひ つ る き つ ね い

きのう きょう わたし いえ

はん た

キツネがツルの家に来ました。

テーブルの上に壺があります。

壺の中に肉があります。

ツルが言いました。

「さあ、食べましょう」
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き つ ね つ る いえ き

て ー ぶ る うえ つぼ

つぼ なか にく

い
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ツルは、壺の中の肉を食べました。

「ああ、おいしい！」

7

つ る つぼ なか にく た

き つ ね こま

キツネは困りました。

ツルは笑いました。

8

つ る わら
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